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授 業 型 学 習 の 型 教 科 観 ・ 数 学 観 教 師 の 位 置
講義型 受 動 的 唯 一 絶 対 の 真 理 神 の 分 身 ・ 代 弁 者A
教 科 の 論 理 が 支 配 注 入 内容・方法は既定 意 図 的 教 育
知識吸収
問 答 型 自 発 的 ・ 自 主 的 唯 一 絶 対 の 真 理 神 の 分 身 ・ 代 弁 者B
教科の論理と 発 問 ・ 応 答 方 法 に 自 由 度 成功的教育を期待
子供の心理 発見
自 力 解 決 ・ 主 体 的 内容・方法に 指 導 者 ・ 援 助 者C
討論型 創 造 ・ 発 明 自由度 成 功 的 教 育
児 童 の 心 理 の 目 的 化
て三つの授業観 を設定し、それらα、β、γ









































































































ることを主張してはいないことす。 、 型A B
は外在的数学観で、 型は内在的数学観C



































( )(宮阪， ，発問)。算数・数学にA B 1978→
対する態度概念の移行(湊 )( )，1995 A B C→ ･





ICME 2000 ICME9学教育世界会議 の 年の
(幕張)におけるドイツ・ドルトムント大学
の全体講演( ) やWittmann Wittmann, 2000
ギリシャの の で提示した文Sakonidis OHP
言を示しておきます。この文中の太字は私が
付しました。
E. Ch. Wittmann The idea of transposing・ ：
academic mathematics down to school
mathematics at its very outset ,is wrong
because...
was・ ：H. Sakonidis School mathematics

































p.26力な視点を提供します 例えば この図書。 、
Ourのドイツの数学教師に関する記述
impression is that teachers in Germany are in
･･･ (ドcharge of the mathematics and that ．
イツの教師は指導する数学を預かりもってい
、 、る 数学の担当者は教師である)は 講義型A
または 問答型に特徴的な数学教師の姿(資B


















Japan, teachers appear to take a less active
role, allowing their students to invent their
own procedures for solving problems. p.(














































































































































































































たでしょう 事実 現在の教育職員免許法(第。 、
５条別表)はこのことを明示しているとしか
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(7) Ｃ型授業で望まれる教師の資質













































































)です を学び 学ばせようというのが｢豊1996 、 、
かな算数・数学教育｣の意味するものです。



































































































































( × )、ベクトル概念(位置ベクトル)、分a 0
類と同値関係(分数：有理数 有向線分：幾vs
何ベクトル、図形)、座標系(直交座標系、極
n座標系 空間の座標系) 極限の概念(自然数、 、
を限りなく大きくすると、１ｎは限りなく/
０に近づく、の意味など)、変数と定数との













































































































教 材 開 発 に は 、 平 林 一 栄 ( ) 、1994
．講演録，湊 訳 ( )、Wittmann, E. Ch 2000
．( )、M ller G. and Wittmann, E. Ch 1984
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